
令和５年度千葉県建築士会親睦研修旅行のご案内  

～ 会津・大内宿への旅 ～ 
日 時：令和６年２月１８日（日）～１９日（月）１泊２日 定員：８０名 

会 費：３８，０００円／人  

申 込：令和６年１月２６日（金）までに所属支部で取りまとめいただきお申込ください。 

宿泊先：会津芦ノ牧温泉 ホテル大川荘 
 

月日 行           程 

2/18 

(日) 

(出発)                            （昼食）          
JR千葉駅 NTT前 ― 東北道・磐越道 ― 猪苗代 IC ― 猪苗代地ビール館 ―  

９：００                １２：４０～１３：３０                  

    （視察研修）             （宿泊） 

鶴ヶ城・天守閣 ― 会津芦ノ牧温泉 ホテル大川荘   
１４：００～１５：３０          １６：００           

2/19 

(月) 

(出発)        （施策研修）                             

ホテル ― 大内宿（散策） ― 道の駅「しもごう」 ― 甲子トンネル ― 
９：００   ９：２０～１０：４０     １１：１０～１１：３０                          

        （昼食）                       （到着） 

那須・お菓子の城 ― 東北道・湾岸線 ― JR千葉駅 NTT前 

１２：２０～１３：２０                  １７:２０到着 

 

（道路状況・天候状況等により、行程が変更となる場合がありますので、あらかじめご了承下さい） 

 

 会津鶴ヶ城 

 文禄２年（1593 年）に蒲生氏郷が東日本で初の本格的な 

天守閣を建てて「鶴ヶ城」と命名しました。 

戊辰戦争では新政府軍の一か月に及ぶ猛攻に耐え、 

難攻不落の名城として知られるようになりました。 

 昭和４０年に天守閣が再建され、平成２３年には屋根瓦が 

幕末当時の 赤瓦にふき替えられました。 

  

大内宿 

 

江戸時代の町並みを今に残す宿場「大内宿」。

「下野街道と呼ばれた会津と日光を結ぶ街道

の両脇には、茅葺き屋根の民家が並び、江戸へ

向かう大名や旅人の宿駅として重要な役割を

果たしていました。30 軒以上の茅葺き屋根の

民家が並ぶ様子は極めて珍しく、年間約 80 万

人の観光客が訪れ賑わいを見せています。 


